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1999 年〜2011 年に視交叉後半部頭蓋咽頭腫を経錐体到達法で摘出した 16 例を対象とした。16 例
全例，視交叉後半部以外に，3cmを超える大きな腫瘍・大きな石灰化・再発例・第３脳室や後頭蓋窩






みられた 14 例中 13 例（92.9%）で視力は改善した。術後、視力低下が出現した例はなかった。12 例
では、術前よりホルモン補充療法が行われていた。術後に新たな内分泌異常は ２例（12.5%）のみで
あった。高次脳機能評価は 14 例（87.5%）で維持され、１例（6.3%）で改善した。５年・10 年間無

















 対象は 1999 年?2011 年に経錐体到達法で摘出した視交叉後半部頭蓋咽頭腫 16 例であった。16例
全例において、視交叉後半部の解剖学的位置以外に、直径 3cm以上、大きな石灰化、再発例、第３脳
室や後頭蓋窩への伸展、等の摘出を困難にする要因を２つ以上含んでいた。経過観察期間は、0.8 年
から 12.5 年（平均 5.3 年）であった。有用性を確認するため腫瘍摘出度、合併症、視機能、内分
泌学的評価、高次脳機能評価、長期腫瘍制御率が検討された。 
 結果は、15 例（93.8%）で腫瘍は全摘出もしくは亜全摘された。合併症は聴力障害を 1例にのみ認
めた。術前に視力異常のみられた 14 例中 13 例（92.9%）で視力は改善した。術後、視力低下が出
現した例はなかった。12 例では術前よりホルモン補充療法が行われていたが、術後に新たな内分泌
異常は２例（12.5%）に出現した。高次脳機能評価は 14 例（87.5%）で維持され、１例（6.3%）で改
善した。５年、10 年間での無再発率は、いずれも 86.5% であった。 
 難易度の高い視交叉後半部頭蓋咽頭腫に対する経錐体到達法は、その特殊な手術到達経路と広い手
術操作空間によって、高い腫瘍摘出度と機能温存率をもたらす有用な手術方法である。手術手技の簡
便化と合併症発生率の低下は、本法を視交叉後半部頭蓋咽頭腫の手術方法の一つとして普及させるた
めに十分な論拠がある。 
 以上の研究結果は、視交叉後半部頭蓋咽頭腫の手術困難例において、経錐体到達法の有効性を明ら
かにした重要な臨床的研究である．よって、本研究は、博士（医学）の学位を授与されるに値するも
のと判定された。 
